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Ⅰ 調査の概要 
＜介護予防・日常生活圏域ニーズ調査＞ 

調査対象 市内在住の 65 歳以上の方 3,000 人（無作為抽出） 

調査方法 郵送による配布、郵送・WEB による回収 

調査期間 令和５年 2⽉１⽇〜2 月 15 日 
（2 月 8⽇にリマインドを⾏い、2 月 22⽇まで延⻑して回収） 

回収状況 有効回答数 2,008 件（郵送回答 1,872 件、WEB 回答 136 件） 
有効回収率 66.9％ ※前回調査（令和 2年）73.6％ 

 

＜在宅介護実態調査＞ 
調査対象 市内在住の要支援・要介護認定者 2,000 人（無作為抽出） 

※施設サービス利⽤者を除く 
調査方法 郵送による配布、郵送・WEB による回収 

調査期間 令和５年 2⽉１⽇〜2 月 15 日 
（2 月 8⽇にリマインドを⾏い、2 月 22⽇まで延⻑して回収） 

回収状況 有効回答数 1,176 件（郵送回答 1,107 件、WEB 回答 69 件） 
有効回収率 58.8％ ※前回調査（令和 2年）59.0％ 

 

＜報告書の⾒⽅＞ 
（１）図表中の「ｎ（number of case）」は、有効標本数（集計対象者総数）を表しています。 
（２）回答結果の割合「％」は有効標本数に対して、それぞれの回答数の割合を小数点以下第２位で四捨五入

したものです。そのため、単数回答であっても合計値が 100.0％にならない場合があります。 
（３）複数回答の設問の場合、回答は選択肢ごとの有効回答数に対して、それぞれの割合を示しています。その

ため、合計が 100.0％を超える場合があります。 
（４）図表中に次のような表示などがある場合は、複数回答を依頼した質問を示しています。 

・ ＭＡ ％ （Multiple  Answer）︓回答選択肢の中からあてはまるものをすべて選択する場合 
・３ＬＡ％ （3 Limited Answer）︓回答選択肢の中からあてはまるものを３つ以内で選択する場合 
上記以外の場合は、特に断りがない限り、単数回答（回答選択肢の中からあてはまるものを１つだけ選択
する）形式の設問です。 

（５）図表中において「無回答」とあるものは、回答が示されていない、または回答の判別が著しく困難なものです。 
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65～69歳

17.3%

70～74歳

23.5%

75～79歳

20.8%

80～84歳

16.5%

85歳以上

18.2%

無回答

3.6%

(n=2,209)

65～69歳

16.7%

70～74歳

23.1%

75～79歳

23.0%

80～84歳

17.5%

85歳以上

17.3%

無回答

2.4%

(n=2,008)

男性

40.0%

女性

58.4%

無回答

1.6%

(n=2,008)

男性

37.2%

女性

59.7%

答えたくない

0.1%

無回答

3.0%

(n=2,209)

Ⅱ 調査結果 

１．介護予防・日常生活圏域ニーズ調査 
◆調査対象者の基本属性 
【性別】 

今回調査  前回調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢】 
「前期高齢者」（65~74歳）が 39.8%、「後期高齢者」（75 歳以上）が 57.8%で、前回調査に比べて「後

期高齢者」が 2.3 ポイント増加しています。 
 

今回調査  前回調査 
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東山手

生活圏域

22.0%

西山手

生活圏域

18.6%
精道

生活圏域

33.4%

潮見

生活圏域

22.2%

無回答

3.8%

(n=2,008)

東山手

生活圏域

20.6%

西山手

生活圏域

19.5%
精道

生活圏域

32.2%

潮見

生活圏域

24.0%

無回答

3.7%

(n=2,209)

要支援１

11.3%

要支援２

6.5%

事業対象者

0.1%

認定を受けていない

75.2%

その他

1.6%

無回答

5.2%

(n=2,008)

要支援１

14.7%

要支援２

5.3%

事業対象者

1.1%

認定を受けていない

71.3%

その他

0.4%

無回答

7.3%

(n=2,209)

【居住地域】 
今回調査  前回調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
【要介護認定状況】 

「要支援認定者」（要支援 1、2）は 17.8%で、前回調査に比べて 2.2 ポイント減少しています。 
 

今回調査  前回調査 
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25.5

25.7

45.1

44.0

4.6

2.6

10.4

21.9

13.2

3.5

1.2

2.3

１人暮らし 夫婦２人暮らし（配偶者65歳以上）

夫婦２人暮らし（配偶者64歳以下）

息子・娘との２世帯

その他

無回答

今回調査（令和5年）

(n=2,008)

前回調査（令和2年）

(n=2,209)

(%)

0 20 40 60 80 100

5.6

5.3

12.0

10.8

44.9

43.3

36.8

38.9

0.7

1.7

ほとんど外出しない

週１回

週2～4回 週5回以上 無回答

今回調査（令和5年）

(n=2,008)

前回調査（令和2年）

(n=2,209)

(%)

0 20 40 60 80 100

2.4

5.0

14.1

5.6

12.2

27.3

39.5

51.8

42.0

52.1

31.0

15.5

0.4

0.0

1.1

ほとんど外出しない

週１回

週2～4回 週5回以上 無回答

65～74歳

(N=799)

75～84歳

(N=813)

85歳以上

(N=348)

(%)

0 20 40 60 80 100

78.3

74.3

9.2

10.3

9.6

11.8

2.9

3.6

介護・介助は必要ない

何らかの介護・介助は必要だが、現在は受けていない

現在、何らかの介護を受けている

（介護認定を受けずに家族などの介護を受けている場合も含む）

無回答

今回調査（令和5年）

(n=2,008)

前回調査（令和2年）

(n=2,209)

(%)

0 20 40 60 80 100

◆家族や生活状況 
【問 1（1）：家族構成】 

「夫婦２人暮らし（配偶者 65 歳以上）」が 45.1%、「１人暮らし」が 25.5%となっています。 
 

 

 

 

 

 

 

【問１（２）：介護・介助の必要性】 
介護・介助の必要な人は合計 18.8%と、前回調査に比べて 3.3 ポイント減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆外出について 
【問２（６）：１週間の外出回数】 

外出回数が『週１回以下』（「週 1 回」、「ほとんど外出しない」）は合計 17.6%で、前回調査に比べて 1.5 ポイ
ント増加しています。85 歳以上では『週１回以下』が 4 割強となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

【１週間の外出回数 年齢別】 
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27.1

32.1

12.6

10.6

14.9

14.1

40.6

4.2

8.1

0 10 20 30 40 50

体力が低下した

足腰などの筋力が低下した

気分が落ち込むことが多くなった

イライラするなど、ストレスを感じることが多くなった

身だしなみなどに気をつかわなくなった

物忘れをすることが多くなった

特に変化はない

その他

無回答

(MA%)

(n=2,008)

38.4

62.6

62.9

10.6

4.3

24.8

25.2

20.2

12.8

6.8

14.3

12.8

37.0

6.5

11.8

1.0

55.5

30.5

28.1

73.8

37.5

52.7

41.2

39.7

39.4

54.6

61.4

63.1

49.6

47.2

54.4

4.1

1.7

1.1

0.4

5.5

1.4

3.7

1.4

0.8

0.9

32.5

12.6

10.1

4.7

20.7

18.9

0.6

4.4

5.7

8.6

10.2

56.9

18.7

32.2

39.3

46.8

6.1

11.7

14.0

8.8

25.6

14.9

94.3

減少した 変わらない

増加した

無回答

①買物の頻度、回数

②外出機会の頻度、外食の頻度、回数

③友人等への訪問や来訪

④通院の頻度、回数

⑤介護サービスの利用頻度、回数

⑥体操等の運動習慣

⑦趣味のサークル、老人クラブ等の

活動への参加頻度、回数

⑧地域での活動への参加頻度、回数

⑨収入のある仕事の頻度、回数

⑩テレビの視聴時間

⑪読書の頻度、回数

⑫料理の頻度、回数

⑬家族や友人と過ごす時間

⑭SNS、インターネットを利用・閲覧する

頻度、回数

⑮非対面でのコミュニケーション

（電話、ビデオ電話、メール等）

⑯その他

(%)

0 20 40 60 80 100

(n=2,008)

◆新型コロナウイルス感染症が与えた影響 
【問３（１）、（2）：新型コロナウイルス感染症が心身や日常生活に与えた影響】 

心身に与えた影響では、「体⼒が低下した」、「足腰などの筋⼒が低下した」が 3 割前後みられます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日常生活に与えた影響では、「外出機会の頻度、外⾷の頻度、回数」、「友⼈等への訪問や来訪」で「減少した」が
６割と多くなっています。 
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80.0

63.3

18.7

32.0

1.3

4.7

はい いいえ 無回答

今回調査（令和5年）

(n=2,008)

前回調査（令和2年）

(n=2,209)

(%)

0 20 40 60 80 100

92.6

71.6

50.2

58.6

42.2

20.2

24.7

28.7

5.7

0.8

87.9

69.3

48.8

44.9

35.6

20.0

13.0

0.0

0.0

1.6

0 20 40 60 80 100

今回調査（令和5年）

(n=1,606)

前回調査（令和2年）

(n=1,400)

電話

インターネット検索

地図情報（GPS等）

ＳＮＳ（LINE、Twitter、Facebook、Instagramなど）

動画を見る

アプリ（ゲーム等）

ビデオ（オンライン）通話

ネットショッピング※

その他※

無回答、利用していない

(MA%)

94.0

79.6

51.1

5.1

19.3

47.4

0.9

1.1

1.4

はい いいえ無回答

65～74歳

(N=799)

75～84歳

(N=813)

85歳以上

(N=348)

(%)

0 20 40 60 80 100

◆情報通信機器の所持状況および利⽤状況 
【問 5（12）：スマートフォンまたはタブレットの所持】 

スマートフォンまたはタブレットを持っている（「はい」）は 80.0%で、前回調査に比べて 16.7 ポイント増加していま
す。 
年齢別にみると、「前期高齢者」（65〜74 歳）の所持率は 94.0%、85 歳以上でも半数の人が所持していま

す。 
 

 

 

 

 

 

【スマートフォンまたはタブレットの所持 年齢別】 
 

 

 

 

 

 

 

 

【問 5（12）-1：スマートフォンまたはタブレットで利用する機能】 
「電話」として使う人が 92.6%、「インターネット検索」が 71.6%で、すべての項目で前回調査より利⽤が増えてい

ますが、とくに、「SNS」は 58.6%と 13.7 ポイント増加しています。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※前回調査では、項目なし 
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26.0

24.5

35.6

41.5

5.9

3.6

5.2

37.4

42.5

42.1

7.0

7.6

1.7

14.0

19.9

20.6

42.3

6.8

4.8

4.1

31.3

61.6

49.5

9.5

6.4

2.6

0 20 40 60 80

男性

(N=803)

女性

(N=1,172)

働くこと

学習や教養を高めるための活動

スポーツ

趣味の活動

ボランティア活動

老人クラブ活動

自治会・町内会の活動

旅行

買い物

孫など家族と会ったりすること

その他

特にない

無回答

(MA%)

18.9

21.8

26.4

41.8

6.6

4.3

4.5

33.5

53.6

46.5

8.5

6.9

2.3

19.4

22.1

26.9

44.0

8.3

6.4

5.4

37.5

52.0

44.2

4.2

6.1

2.6

0 20 40 60 80

今回調査（令和5年）

(n=2,008)

前回調査（令和2年）

(n=2,209)

働くこと

学習や教養を高めるための活動

スポーツ

趣味の活動

ボランティア活動

老人クラブ活動

自治会・町内会の活動

旅行

買い物

孫など家族と会ったりすること

その他

特にない

無回答

(MA%)

◆日常生活の中での楽しみ 
【問 5（18）：日常生活の中での楽しみ】 

「買い物」が 53.6%と最も多く、次いで、「孫など家族と会ったりすること」が 46.5%、「趣味の活動」が 41.8％とな
っています。 

性別にみると、男⼥ともに「買い物」が最も多くなっていますが、⼥性が男性に比べて 19.1 ポイント多くなっています。
一方、「スポーツ」、「働くこと」、「学習や教養を高めるための活動」、「旅⾏」などでは男性のほうが⼥性より多くなってい
ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【日常生活の中での楽しみ 性別】 
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16.8

7.1

3.7

25.2

9.5

2.3

56.2

79.1

86.2

1.9

4.3

7.8

はい（正規職員）

はい（非正規職員）

働いていない 無回答

65～74歳

(N=799)

75～84歳

(N=813)

85歳以上

(N=348)

(%)

0 20 40 60 80 100

0.2

0.6

0.3

10.7

3.0

1.0

15.4

10.3

2.7

71.5

84.0

94.0

2.2

2.2

2.0

はい（正規職員）

はい（非正規職員）

はい（どちらでも可）

いいえ 無回答

65～74歳

(N=449)

75～84歳

(N=643)

85歳以上

(N=300)

(%)

0 20 40 60 80 100

10.4

25.4

14.4 71.0

72.6

4.2

2.1

はい（正規職員）

はい（非正規職員）

働いていない 無回答

今回調査（令和5年）

(n=2,008)

前回調査（令和2年）

(n=2,209)

(%)

0 20 40 60 80 100

はい（正規職員）

0.4%

はい（非正規職員）

5.1%

はい

（どちらでも可）

10.5%

いいえ

81.9%

無回答

2.2%

(n=1,425)

◆就労について 
【問 5（19）：就労状況】 

就労している（「はい」）の割合は、正規職員、非正規職員を合わせて 24.8%と、前回調査（25.4%）に比べ
て大きな差はみられません。 
年齢別にみると、「前期高齢者」（65〜74 歳）では 42.0%が就労している（「はい」）と回答しています。 

 

 

 

 

 

 

※前回調査では、「正規職員」と「非正規職員」の区別はなし 

【就労状況 年齢別】 
 

 

 

 

 

 

 

 

【問 5（19）-1：今後の就労意向】 
今後、就労意向がある（「はい」）の割合は合計 16.0%で、

「前期高齢者」（65〜74 歳）では 26.3%となっています。 
 

 

 

 

 

 

 

 

【今後の就労意向 年齢別】 
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27.1

22.5

30.9

14.1

11.1

19.5

3.6

5.0

42.0

29.9

20.9

31.9

12.3

3.1

11.5

35.2

0 10 20 30 40 50

今回調査（令和5年）

(n=2,008)

前回調査（令和2年）

(n=2,209)

経験、知識を生かせる仕事

労働時間を選べる仕事

自分の体力に合った仕事

収入

地域に貢献できる仕事※

人と交流できる仕事※

その他

わからない

無回答

(MA%)

17.3

23.4

20.3

4.0

13.7

27.4

59.0

17.9

3.4

5.9

3.6

7.0

5.2

3.6

2.3

14.7

5.0

16.4

26.3

21.5

4.8

10.4

32.0

62.7

20.5

4.4

6.1

3.6

8.4

6.4

4.3

0.9

14.0

3.3

0 20 40 60 80

今回調査（令和5年）

(n=2,008)

前回調査（令和2年）

(n=2,209)

家族

友人・隣人

テレビ

ラジオ

インターネット

新聞（タウン誌を含む）

市の広報紙

自治会の案内

高齢者向け雑誌、出版物

ケアマネジャー・ホームヘルパー

主治医（かかりつけ医）

公的施設（保健福祉センターなど）

市役所

高齢者生活支援センター

その他

特にない

無回答

(MA%)

【問 5（20）：働き方で重視する条件】 
「自分の体⼒にあった仕事」が 30.9%と最も多く、次いで、「経験、知識を生かせる仕事」が 27.1％、「労働時間

を選べる仕事」が 22.5％となっています。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※前回調査では、選択肢なし 

 

【問 5（22）：高齢者向けのイベントやサービスに関する情報の入手先】 
「市の広報紙」が 59.0%と最も多くなっていますが、前回調査に比べて 3.7 ポイント減少しています。一方、「インタ

ーネット」は前回調査に比べて 3.3 ポイント増加しています。 
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0.9

2.8

1.4

0.2

0.4

0.1

0.2

0.4

8.8

0.4

7.7

3.8

1.2

1.2

0.6

0.3

0.1

5.3

1.8

7.1

5.9

2.2

2.4

0.9

0.3

0.6

1.9

3.7

4.5

15.0

5.4

1.4

1.1

1.6

3.8

1.7

2.9

2.4

3.8

3.7

1.5

1.4

2.7

11.5

1.3

70.1

57.8

53.5

65.6

71.4

73.0

72.4

62.4

61.0

20.1

17.7

16.6

21.6

21.7

22.8

22.5

21.1

20.0

週４回以上

週２～３回

週１回

月１～３回

年に数回

参加していない 無回答

①ボランティアのグループ

②スポーツ関係のグループやクラブ

③趣味関係のグループ

④学習・教養サークル

⑤介護予防の場（さわやか教室、

介護予防センターなど）

⑥通いの場（つどい場、ワンコインサロン、

生きがいデイサービスなど）

⑦老人クラブ

⑧町内会・自治会

⑨収入のある仕事

(%)

0 20 40 60 80 100

(n=2,008)

◆地域の会・グループ活動等への参加 
【問 6（1）：地域の会・グループ活動等への参加状況】 

地域の会・グループ活動等への参加について、「週４回以上」から「年に数回」までを合わせた『参加している』は、
「③趣味関係のグループ」が 29.9%と最も多く、次いで、「②スポーツ関係のグループやクラブ」が 24.5%、「⑨収入の
ある仕事」が 19.0%となっています。 
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23.4

24.6

15.3

6.6

10.9

10.0

4.5

39.1

10.8

30.7

30.2

16.6

5.6

14.4

6.7

1.8

39.6

8.2

0 10 20 30 40 50

今回調査（令和5年）

(n=2,008)

前回調査（令和2年）

(n=2,209)

話し相手、相談相手

声掛け、見守り、安否確認

買い物やごみ出しの手伝い

子育ての手伝い（送迎、見守り等）

緊急時の看病や救急車を呼ぶなどの手助け

健康づくり活動や介護予防につながる活動

その他

特にない

無回答

(MA%)

3.8

4.9

41.7

48.4

35.1

34.3

5.6

5.7

13.8

6.7

是非参加したい 参加してもよい 参加したくない

既に参加している

無回答

今回調査（令和5年）

(n=2,008)

前回調査（令和2年）

(n=2,209)

(%)

0 20 40 60 80 100

1.7

2.4

25.0

26.8

48.1

54.2

3.7

4.1

21.5

12.4

是非参加したい

参加してもよい

参加したくない

既に参加している

無回答

今回調査（令和5年）

(n=2,008)

前回調査（令和2年）

(n=2,209)

(%)

0 20 40 60 80 100

 

【問 6（2）：地域でお手伝いできること】 
「声掛け、⾒守り、安否確認」が 24.6％と最も多く、次いで、「話し相手、相談相手」が 23.4％となっていますが、

前回調査に比べて、「声掛け、⾒守り、安否確認」で 5.6 ポイント、「話し相手、相談相手」で 7.3 ポイント減少して
います。また、「特にない」が 39.1％と 4 割近くを占めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問 6（3）：地域の会・グループ活動等への参加者としての参加意向】 
地域の会・グループ活動等への参加者としての参加意向については、「是非参加したい」が 3.8%、「参加してもよ

い」が 41.7%で、「既に参加している」の 5.6%も合わせて、『参加意向あり』は合計 51.1%となっています。 
 

 

 

 

 

 

 

【問 6（4）：地域の会・グループ活動等への企画・運営としての参加意向】 
地域の会・グループ活動等への企画・運営（お世話役）としての参加意向は、「是非参加したい」が 1.7%、「参

加してもよい」が 25.0%で、「既に参加している」の 3.7%も合わせて、『参加意向あり』は合計 30.4%となっていま
す。 
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39.6

40.8

43.2

45.1

54.3

53.6

49.6

50.7

6.1

5.6

7.2

4.3

はい いいえ 無回答

東山手生活圏域

(N=442)

西山手生活圏域

(N=373)

精道生活圏域

(N=671)

潮見生活圏域

(N=446)

(%)

0 20 40 60 80 100

46.9

50.7

42.1

35.3

52.0

48.7

56.9

64.2

1.1

0.7

1.0

0.5

はい いいえ 無回答

東山手生活圏域

(N=175)

西山手生活圏域

(N=152)

精道生活圏域

(N=290)

潮見生活圏域

(N=201)

(%)

0 20 40 60 80 100

はい

42.4%

いいえ

51.6%

無回答

6.0%

(n=2,008)

はい

42.4%

いいえ

56.8%

無回答

0.8%

(n=851)

◆⾼齢者⽣活⽀援センターの認知と利⽤ 
【問 7（6）：高齢者生活支援センターの認知】 

高齢者生活支援センターを「知っている」（「はい」）は 42.4%、
「知らない」（「いいえ」）は 51.6%となっています。 

居住地域別にみると、「知っている」（「はい」）は潮⾒⽣活圏域
で 45.1%と最も多く、東山手生活圏域では 39.6%とやや少なくな
っています。 

 

 

 

 

 

【高齢者生活支援センターの認知 居住地域別】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問 7（6）-1：高齢者生活支援センターの利用】  ※問 7（6）で「はい（知っている）」と回答した人のみ 

高齢者生活支援センターを「知っている」と回答した人のうち、「利
用したことがある」（「はい」）は 42.4%となっています。 

居住地域別にみると、「利⽤したことがある」（「はい」）は⻄⼭⼿
生活圏域で 50.7%と最も多く、潮⾒⽣活圏域では 35.3%と少な
くなっています。 

 

 

 

 

【高齢者生活支援センターの利用 居住地域別】 
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9.8

11.4

64.8

61.9

15.1

19.8

3.4

5.1

6.9

1.9

とてもよい まあよい あまりよくない

よくない

無回答

今回調査（令和5年）

(n=2,008)

前回調査（令和2年）

(n=2,209)

(%)

0 20 40 60 80 100

14.6

7.7

2.9

70.8

63.1

56.0

9.1

16.1

25.9

1.3

4.4

6.0

4.1

8.6

9.2

とてもよい まあよい あまりよくない

よくない

無回答

65～74歳

(N=799)

75～84歳

(N=813)

85歳以上

(N=348)

(%)

0 20 40 60 80 100

77.6

56.0

20.2

8.0

6.5

84.3

58.5

23.3

8.0

1.3

0 20 40 60 80 100

今回調査（令和5年）

(n=2,008)

前回調査（令和2年）

(n=2,209)

かかりつけ医師がいる

かかりつけ歯科医師がいる

かかりつけ薬剤師がいる

決めていない

無回答

(MA%)

◆現在の健康状態 
【問 8（1）：現在の健康状態】 

現在の健康状態については、「とてもよい」と「まあよい」を合わせた『よい』が合計 74.6%、「よくない」と「あまりよくな
い」を合わせた『よくない』が合計 18.5%となっています。前回調査に比べて、『よい』が 1.3 ポイント増加しています。 
年齢別にみると、年齢が上がるにつれて『よい』の割合は少なくなっていきますが、85 歳以上でも６割近くの人が『よ

い』と回答しています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【現在の健康状態 年齢別】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆かかりつけ医等の状況 
【問 8（6）：かかりつけ医等の状況】 

「かかりつけ医師がいる」が 77.6%と最も多くなっていますが、前回調査に比べて 6.7 ポイント減少しています。 
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49.9

17.0

51.6

28.6

34.3

27.9

2.0

8.8

10.4

51.7

21.6

42.6

21.4

13.4

26.4

1.0

14.8

6.7

0 20 40 60

今回調査（令和5年）

(n=2,008)

前回調査（令和2年）

(n=2,209)

ストレッチ運動や筋力トレーニング

体操教室への参加

ウォーキングなどの屋外活動

食事や栄養の改善

歯科衛生や口腔ケア

認知症の予防

その他

特にない（わからない）

無回答

(MA%)

48.6

9.3

55.9

25.0

29.8

20.9

1.7

10.7

9.8

51.0

22.4

49.0

31.2

37.5

32.3

2.2

7.4

10.6

0 20 40 60

男性

(N=803)

女性

(N=1,172)

ストレッチ運動や筋力トレーニング

体操教室への参加

ウォーキングなどの屋外活動

食事や栄養の改善

歯科衛生や口腔ケア

認知症の予防

その他

特にない（わからない）

無回答

(MA%)

◆介護予防のための取組に対する希望 
【問 8（9）：介護予防のために取り組みたいこと】 

「ウォーキングなどの屋外活動」が 51.6%と最も多く、次いで、「ストレッチ運動や筋⼒トレーニング」が 49.9%となっ
ています。前回調査に比べて、「⻭科衛⽣や口腔ケア」が 20.9 ポイント増加しています。 

性別にみると、男性は「ウォーキングなどの屋外活動」、⼥性は「ストレッチ運動や筋⼒トレーニング」が最も多く、「ウォ
ーキングなどの屋外活動」で男性が 6.9 ポイント多くなっているほかは、すべて⼥性のほうが多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【介護予防のために取り組みたいこと 性別】 
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10.4

11.5

81.0

83.6

8.6

4.9

はい いいえ 無回答

今回調査（令和5年）

(n=2,008)

前回調査（令和2年）

(n=2,209)

(%)

0 20 40 60 80 100

29.1

27.8

53.4

57.1

17.4

15.1

はい いいえ 無回答

今回調査（令和5年）

(n=2,008)

前回調査（令和2年）

(n=2,209)

(%)

0 20 40 60 80 100

31.7

29.5

23.3

54.3

50.4

58.9

14.0

20.0

17.8

はい いいえ 無回答

65～74歳

(N=799)

75～84歳

(N=813)

85歳以上

(N=348)

(%)

0 20 40 60 80 100

17.1

21.5

72.7

73.7

10.2

4.8

はい いいえ 無回答

今回調査（令和5年）

(n=2,008)

前回調査（令和2年）

(n=2,209)

(%)

0 20 40 60 80 100

◆認知症について 
【問 9（1）：認知症の有無】 

自身や家族に認知症の症状がある（「はい」）は 10.4%で、前回調査と同様、1 割台となっています。 
 

 

 

 

 

 

 

 

【問 9（2）：将来、認知症になる（患う）可能性の認識の有無】 
自身が認知症を患うと思う（「はい」）は 29.1%で、前回調査に比べて 1.3 ポイントとわずかに増加しています。 
年齢別にみると、自身が認知症を患うと思う人は「前期高齢者」（65~74歳）で 31.7%と最も多く、年齢が上

がるにつれて減少していく傾向がみられます。 
 

 

 

 

 

 

【将来、認知症になる（患う）可能性の認識の有無 年齢別】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問 9（3）：認知症に関する相談窓口の認知度】 
認知症に関する相談窓口を知っている（「はい」）は 17.1%で、前回調査に比べて 4.4 ポイント減少しています。 
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77.2

53.2

28.1

37.4

24.2

12.8

2.6

8.1

80.1

53.3

27.4

40.3

29.1

16.7

4.0

4.2

0 20 40 60 80 100

今回調査（令和5年）

(n=2,008)

前回調査（令和2年）

(n=2,209)

家族や隣人等との会話

運動やスポーツ

早期発見のための受診

単調な生活を送らないようにする

生活習慣病にかからないようにする

仕事をする

その他

無回答

(3LA%)

59.8

13.4

14.1

13.7

12.3

8.6

27.9

3.6

3.1

7.2

9.5

44.6

1.8

11.7

56.5

17.7

15.4

17.8

13.0

9.2

26.6

4.0

4.2

10.8

9.5

39.1

2.1

11.2

0 20 40 60 80

今回調査（令和5年）

(n=2,008)

前回調査（令和2年）

(n=2,209)

医療・介護・地域が連携した

早期発見・早期診断のしくみづくり

予防教室・講演会など市民に対する啓発

家族の交流会・相談会などの支援

認知症の介護・コミュニケーション方法等の

家族向け研修会の開催

認知症を見守るボランティアなどの仕組みづくり

認知症による行方不明の高齢者などに対する

福祉サービス制度の充実

認知症グループホーム・特別養護老人ホームなどの

施設整備

成年後見制度・虐待防止などの制度の充実

若年性認知症（64歳以下の発症）に対する支援

認知症の当事者・家族が集まれる場所

（認知症カフェなど）

関係機関のネットワークづくり

困ったときに訪問し、関係機関につないでくれる

相談窓口の周知・啓発

その他

無回答

(3LA%)

【問 9（4）：認知症予防の方法として重要だと思うこと】 
「家族や隣⼈等との会話」が 77.2%と最も多く、次いで、「運動やスポーツ」が 53.2%となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問 65：認知症の人への支援で必要と思うこと】 
「医療・介護・地域が連携した早期発⾒・早期診断のしくみづくり」が 59.8%と最も多く、次いで、「困ったときに訪問

し、関係機関につないでくれる相談窓口の周知・啓発」が 44.6%、「認知症グループホーム・特別養護⽼⼈ホームなど
の施設整備」が 27.9%となっています。前回調査に比べて、「困ったときに訪問し、関係機関につないでくれる相談窓
口の周知・啓発」が 5.5 ポイント増加しています。 
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1.6

24.6

29.7

34.6

62.2

31.8

6.5

8.9

誰かの援助がないと、

避難できない

誰かの声かけがあれば、

自分で避難できる 自力、あるいは

同居の家族の援助で避難できる

無回答

一般高齢者

(N=1,510)

要支援者

(N=358)

(%)

0 20 40 60 80 100

67.5

39.5

25.0

3.3

8.9

30.8

9.5

27.9

6.2

1.1

3.7

12.4

0 20 40 60 80

飲料水や食品の備蓄

生活用品や衛生用品（カセットコンロ、オムツ）の準備

防災ラジオの設置や防災アプリへの登録

緊急・災害時要援護者台帳への登録

救急医療キットの設置

避難経路や避難所の確認

防災訓練への参加

家族との話し合いをしている

近隣の人と話し合いをしている

担当のケアマネジャーと話し合いをしている

その他

無回答

(MA%)

(n=2,008)

誰かの援助がないと、

避難できない

6.0%

誰かの声かけがあれば、

自分で避難できる

31.1%自力、あるいは

同居の家族の援助で

避難できる

55.3%

無回答

7.6%

(n=2,008)

◆災害時の対応 
【問 10（1）：災害などの緊急時の避難の可否】 
「⾃⼒、あるいは同居の家族の援助で避難できる」が 55.3%、

「誰かの声かけがあれば、自分で避難できる」が 31.1%で、計８割
以上の人が『避難できる』と回答していますが、要支援認定者の
24.6%は「誰かの援助がないと、避難できない」と回答しています。 

 

 

 

 

 

 

 

【災害などの緊急時の避難の可否 認定状況別】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問 10（2）：緊急時・災害時に備えていること】 
緊急時や災害時に備えていることについては、「飲料⽔や食品の備蓄」が 67.5%と最も多く、次いで、「生活用品や
衛生用品（カセットコンロ、オムツ）の準備」が 39.5%、「避難経路や避難所の確認」が 30.8％となっています。 
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31.0

14.9

21.3

9.1

10.9

18.2

14.1

21.9

6.8

19.4

10.7

26.4

13.0

27.3

8.6

10.1

25.6

16.1

23.3

2.3

22.8

8.2

0 10 20 30 40

今回調査（令和5年）

(n=2,008)

前回調査（令和2年）

(n=2,209)

災害に関する情報が入手できるかわからない

どこ（だれ）に助けをもとめてよいかわからない

（身近に頼れる人がいない）

安全な場所まで自力で避難できるかわからない

地域の避難場所がどこなのか知らない

地域の危険な箇所がわからない

防災グッズや非常食を常備していない

災害時用伝言ダイヤル（171）や

伝言板の利用方法がわからない

健康面・身体面に不安がある

（治療の必要な持病がある、歩きづらいなど）

その他

不安は特にない

無回答

(MA%)

【問 10（3）：災害時に不安に思うこと】 
「災害に関する情報が入手できるかわからない」が 31.0%と最も多く、次いで、「健康面・身体面に不安がある（治
療の必要な持病がある、歩きづらいなど）」が 21.9%、「安全な場所まで⾃⼒で避難できるかわからない」が 21.3%
となっています。前回調査に比べて、「災害に関する情報が入手できるかわからない」が 4.6 ポイント増加し、「防災グッ
ズや非常食を常備していない」が 7.4 ポイント、「安全な場所まで⾃⼒で避難できるかわからない」が 6.0 ポイント減少
しています。 
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60.8

56.6

0.6

0.9

15.9

15.2

4.8

6.3

6.9

7.0

4.0

5.2

0.9

1.4

6.1

7.4

現在の居宅

別居している子どもや親類宅

介護保険施設（特別養護老人ホーム、老人保健施設、

介護療養型医療施設、介護医療院）

有料老人

ホーム

サービス付き高齢者向け住宅

長期入院ができる病院

その他

無回答

今回調査（令和5年）

(n=2,008)

前回調査（令和2年）

(n=2,209)

(%)

0 20 40 60 80 100

64.9

58.0

0.5

0.7

14.8

16.9

4.5

5.2

6.2

7.3

3.2

4.6

0.9

0.9

5.0

6.4

現在の居宅

別居している子どもや親類宅

介護保険施設（特別養護老人ホーム、老人保健施設、

介護療養型医療施設、介護医療院）

有料老人

ホーム

サービス付き高齢者向け住宅

長期入院ができる病院

その他

無回答

男性

(N=803)

女性

(N=1,172)

(%)

0 20 40 60 80 100

60.7

60.4

62.4

0.6

0.4

1.1

15.1

18.5

12.9

5.6

4.3

4.6

9.0

5.5

4.9

3.0

3.9

5.7

1.4

0.9

0.3

4.5

6.2

8.0

現在の居宅

別居している子どもや親類宅

介護保険施設（特別養護老人ホーム、老人保健施設、

介護療養型医療施設、介護医療院）

有料老人

ホーム

サービス付き高齢者向け住宅

長期入院ができる病院

その他

無回答

65～74歳

(N=799)

75～84歳

(N=813)

85歳以上

(N=348)

(%)

0 20 40 60 80 100

◆介護が必要になった場合に希望する住まい 
【問 11（2）：介護が必要になった場合に希望する住まい】 

「現在の居宅」が 60.8%と最も多く、次いで、「介護保険施設（特別養護⽼⼈ホーム、⽼⼈保健施設、介護療
養型医療施設、介護医療院）」が 15.9%となっています。前回調査に比べて、「現在の居宅」が 4.2 ポイント増加し
ています。 

性別にみると、男性は「現在の居宅」が 64.9%と、⼥性に比べて 6.9 ポイント多くなっています。年齢別にみると、
「前期高齢者」（65~74歳）では「有料⽼⼈ホーム」や「サービス付き高齢者向け住宅」、75〜84 歳では「介護保
険施設（特別養護⽼⼈ホーム、⽼⼈保健施設、介護療養型医療施設、介護医療院）」、85 歳以上では「現在
の居宅」の割合が、それぞれ他の年齢層に比べて多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【介護が必要になった場合に希望する住まい 性別】 
 

 

 

 

 

 

 

 

【介護が必要になった場合に希望する住まい 年齢別】 
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14.5

7.1

20.3

4.3

18.4

8.4

9.0

33.5

35.1

27.5

33.3

5.0

6.2

4.0

11.3

6.8

1.4

1.6

4.7

12.3

6.3

20.0

4.4

15.7

11.0

26.7

33.7

21.1

36.2

9.7

9.2

7.1

15.9

11.0

1.5

1.9

8.8

0 10 20 30 40

今回調査（令和5年）

(n=2,008)

前回調査（令和2年）

(n=2,209)

高齢者の働く場の確保（就労機会の拡大）

世代間交流の場づくり

生きがいをもてるような活動機会の拡大

ボランティア活動の育成・充実

隣近所や地域の助け合い・支え合い活動の推進

地域での定期的なリハビリテーション事業の推進

退院後等に行う短期集中型のリハビリテーション

事業の推進※

介護している家族への支援

介護保険施設（特養などの入所施設）、有料老人ホーム、

サービス付き高齢者向け住宅の充実

介護保険以外の在宅生活を支援する

福祉サービスの充実

往診・緊急時の対応など医療体制の充実

認知症施策の充実

建物・道路等を高齢者に配慮したまちづくり

災害時の避難誘導体制の充実

健康づくり・介護予防の充実

移動手段の充実

その他

特にない

無回答

(3LA%)

◆高齢者への支援として必要と思うこと 
【問 11（3）：高齢者への支援として必要と思うこと】 

「介護保険施設（特養などの⼊所施設）、有料⽼⼈ホーム、サービス付き高齢者向け住宅の充実」が 35.1%と
最も多く、次いで、「介護している家族への支援」が 33.5%、「往診・緊急時の対応など医療体制の充実」が 33.3%
となっています。前回調査に比べて、「介護している家族への支援」が 6.8 ポイント、「介護保険以外の在宅⽣活を支
援する福祉サービスの充実」が 6.4 ポイント増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※前回調査では、選択肢なし 
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①運動器の機能低下　　 問 ２（１）階段を手すりや壁をつたわらずに昇れるか　　　　　　 「3.できない」
問 ２（２）椅⼦に座った状態から何もつかまらずに⽴ち上がれるか 「3.できない」
問 ２（３）15分位続けて歩いているか　　　　　　　　　　　　　 「3.できない」
問 ２（４）過去１年間に転んだ経験があるか　　　　　　　　　　 「1.何度もある」「2.１度ある」
問 ２（５）転倒に対する不安は⼤きいか                        「1.とても不安である」「2.やや不安である」

②転倒リスク 問 ２（４）過去１年間に転んだ経験があるか　　　　　　　　　　 「1.何度もある」「2.１度ある」

③閉じこもり傾向 問 ２（６）週に何回外出しているか　 「1.ほとんど外出しない」「2.週１回」

④低栄養の傾向 問 ４（１）ＢＭＩ（⾝⻑・体重より算出）　 18.5未満
問 ４（２）6か⽉間で2〜3kg以上の体重減少があったか 「1.はい」

⑤口腔機能の低下 問 ４（３）半年前に⽐べて固いものが⾷べにくくなったか 「1.はい」
問 ４（４）お茶や汁物等でむせることがあるか 「1.はい」
問 ４（５）口の渇きが気になるか 「1.はい」

⑥認知機能の低下 問 ５（１）物忘れが多いと感じるか 「1.はい」

⑦うつ傾向 「1.はい」

「1.はい」

※2項目とも該当でリスクあり

　　※3項目中、2項目以上
       該当でリスクあり

※該当でリスクあり
問 ８（３）気分が沈んだり、ゆううつな気持ちになったりすることが
　　　　 　　　あったか

※2項目中、いずれかに
該当でリスクあり

問 ８（４）どうしても物事に対して興味がわかない、あるいは
         　　　 心から楽しめない感じがよくあったか

※該当でリスクあり

項　　　目 設　　　問 該当する選択肢

　　※5項目中、3項目以上
　　　 該当でリスクあり

※該当でリスクあり

18.8

33.3

17.7

3.0

26.1

51.5

43.7

81.2

66.7

82.3

97.0

73.9

48.5

56.3

該当（リスクあり） 非該当

①運動器の機能低下

(n=1,903)

②転倒リスク

(n=1,988)

③閉じこもり傾向

(n=1,994)

④低栄養の傾向

(n=1,890)

⑤口腔機能の低下

(n=1,960)

⑥認知機能の低下

(n=1,942)

⑦うつ傾向

(n=1,815)

(%)

0 20 40 60 80 100

◆生活機能評価から／高齢者のリスクの状況 
 

国の手引きに基づいて、調査票の以下の設問を抽出し、該当する人を「リスクあり」と判定しています。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

リスク該当者は、「⑥認知機能の低下」で 51.5%と最も多く、次いで、「⑦うつ傾向」で 43.7%、「②転倒リスク」で
33.3%となっています。一方、「④低栄養の傾向」ではリスク該当者は 3.0%と少なくなっています。 
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①⼿段的⾃⽴度（IADL） 問 ５（４）バスや電⾞を使って１⼈で外出しているか
問 ５（５）自分で食品・日用品の買物をしているか
問 ５（６）自分で食事の用意をしているか
問 ５（７）自分で請求書の支払いをしているか
問 ５（８）⾃分で預貯⾦の出し⼊れをしているか

②知的能動性 問 ５（９）年⾦などの書類が書けるか
問 ５（10）新聞を読んでいるか
問 ５（11）本や雑誌を読んでいるか
問 ５（13） 健康についての記事や番組に関心があるか

③社会的役割 問 ５（14）友人の家を訪ねているか
問 ５（15）家族や友人の相談にのっているか
問 ５（16）病⼈を⾒舞うことができるか
問 ５（17）若い⼈に⾃分から話しかけることがあるか

4項目について、それぞれ「1.はい」と回答した
場合を1点として4問の合計点を算出し、4点
満点中4点を「高い」、3点を「やや低い」、2
点以下を「低い」として3点以下は能⼒が低下
していると評価。

項　　　目 設　　　問 評価の方法
5項目について、それぞれ「1.できるし､してい
る」または「2.できるけどしていない」と回答した
場合を1点として5問の合計点を算出し、5点
満点中5点を「高い」、4点を「やや低い」、3
点以下を「低い」として4点以下は能⼒が低下
していると評価。

90.5 5.6 3.9

高い（5点満点）

やや低い（4点）低い（3点以下）

全体

(n=1,945)

(%)

0 20 40 60 80 100

58.4 26.3 15.3

高い（4点満点） やや低い（3点） 低い（2点以下）

全体

(n=1,892)

(%)

0 20 40 60 80 100

20.8 32.2 47.0

高い（4点満点） やや低い（3点） 低い（2点以下）

全体

(n=1,844)

(%)

0 20 40 60 80 100

◆生活機能評価から／ ⽼研式活動能⼒指標 
 

高齢者の比較的高次の生活機能を評価することができる⽼研式活動能⼒指標に準じた設問に基づき、活動的な日
常生活をおくるための能⼒（⼿段的⾃⽴度︓ＩＡＤＬ）、余暇や創作など生活を楽しむ能⼒（知的能動性）、地
域で社会的な役割を果たす能⼒（社会的役割）が低下している人の状況を把握します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 

 
 
 
能⼒が「高い」となっている人の割合は、⼿段的⾃⽴度（ＩＡＤＬ）で 90.5％、知的能動性で 58.4％、社会
的役割で 20.8％となっています。 
 
①⼿段的⾃⽴度（ＩＡＤＬ） 
 

 

 

 

 

②知的能動性 
 

 

 

 

 

③社会的役割 
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男性

34.9%

女性

64.9%

無回答

0.3%

(n=1,179)

男性

34.0%

女性

65.7%

無回答

0.3%

(n=1,176)

65～69歳

3.3% 70～74歳

6.5%

75～79歳

13.4%

80～84歳

20.1%

85歳以上

56.4%

無回答

0.3%

(n=1,176)

65～69歳

2.3% 70～74歳

7.5%

75～79歳

13.0%

80～84歳

22.1%

85歳以上

53.4%

無回答

1.8%

(n=1,179)

２．在宅介護実態調査 
◆調査対象者の基本属性 
【性別】 

今回調査  前回調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢】 
「前期高齢者」（65~74歳）が 9.8%、「後期高齢者」（75 歳以上）が 89.9%で、前回調査に比べて「後

期高齢者」が 1.4 ポイントと微増、とくに、「85 歳以上」が 3.0 ポイント増加しています。 
 

今回調査  前回調査 
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東山手

生活圏域

16.8%

西山手

生活圏域

21.9%

精道

生活圏域

34.0%

潮見

生活圏域

27.0%

無回答

0.3%

(n=1,176)

東山手

生活圏域

19.5%

西山手

生活圏域

22.6%

精道

生活圏域

32.3%

潮見

生活圏域

25.3%

無回答

0.3%

(n=1,179)

要支援１

36.1%

要支援２

16.2%

要介護1

23.1%

要介護2

10.0%

要介護3

6.4%

要介護4

5.4%

要介護5

2.6%

無回答

0.3%

(n=1,176)

要支援１

35.8%

要支援２

19.7%

要介護1

20.3%

要介護2

9.2%

要介護3

6.5%

要介護4

3.8%

要介護5

4.4%

無回答

0.3%

(n=1,179)

【居住地域】 
 

今回調査  前回調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【要介護度】 
「要支援 1」が 36.1%と最も多く、次いで、「要介護 1」が 23.1%、「要支援 2」が 16.2%となっています。要介護者は

47.5%で前回調査に比べ、3.3 ポイント増加しています。 
 

今回調査  前回調査 
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34.4

35.6

34.8

31.4

25.7

29.7

5.1

3.3

単身世帯 夫婦のみ世帯 その他 無回答

今回調査（令和5年）

(n=1,176)

前回調査（令和2年）

(n=1,179)

(%)

0 20 40 60 80 100

31.0

28.4

7.7

7.8

10.7

11.0

4.7

4.9

33.2

34.8

12.7

13.1

ない

家族・親族の介護はあるが、

週に１日よりも少ない

週に１～２日ある

週に３～４日ある

ほぼ毎日ある 無回答

今回調査（令和5年）

(n=1,176)

前回調査（令和2年）

(n=1,179)

(%)

0 20 40 60 80 100

41.8

20.8

15.5

8.0

7.9

6.5

12.7

8.5

8.9

4.4

5.6

3.6

18.0

45.9

58.3

15.1

11.3

7.1

ない

家族・親族の介護はあるが、週に１日よりも少ない

週に１～２日ある

週に３～４日ある

ほぼ毎日ある 無回答

要支援1、2

(N=615)

要介護1、2

(N=390)

要介護3以上

(N=168)

(%)

0 20 40 60 80 100

 

【A 票 問 1：世帯類型】 
「単身世帯」が 34.4%、「夫婦のみ世帯」が 34.8%で、前回調査に比べて「夫婦のみ世帯」が 3.4 ポイント増加

しています。 
 

 

 

 

 

 

 

◆介護を受ける頻度 
【A 票 問 25：家族や親族から介護を受ける頻度】 

家族から介護を『受けている』（「ない」以外の合計）は 56.3%となっており、前回調査に比べて 2.2 ポイント減少
しています。 
要介護度別にみると、要支援１、２では「ない」が 41.8%で最も多く、要介護１、２では『受けている』が

67.9%、要介護 3 以上では 77.3%となっています。 
 

 

 

 

 

 

 

 

【家族や親族から介護を受ける頻度 要介護度別】 
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19.7

19.8

75.2

75.7

5.1

4.5

利用している 利用していない 無回答

今回調査（令和5年）

(n=1,176)

前回調査（令和2年）

(n=1,179)

(%)

0 20 40 60 80 100

73.0

66.8

15.3

17.2

5.3

8.1

6.4

8.0

入所・入居は検討していない

入所・入居を検討している

すでに入所・入居

申し込みをしている

無回答

今回調査（令和5年）

(n=1,176)

前回調査（令和2年）

(n=1,179)

(%)

0 20 40 60 80 100

12.5

23.3

38.1

82.3

71.3

57.7

5.2

5.4

4.2

利用している 利用していない 無回答

要支援1、2

(N=615)

要介護1、2

(N=390)

要介護3以上

(N=168)

(%)

0 20 40 60 80 100

75.4

73.6

63.1

15.1

15.6

14.9

2.8

4.1

17.3

6.7

6.7

4.8

入所・入居は検討していない

入所・入居を検討している

すでに入所・入居

申し込みをしている

無回答

要支援1、2

(N=615)

要介護1、2

(N=390)

要介護3以上

(N=168)

(%)

0 20 40 60 80 100

◆訪問診療の利⽤状況 
【A 票 問 4：訪問診療の利用状況】 
訪問診療を「利⽤している」は 19.7%で、前回同様の結果となっています。 
要介護度別にみると、訪問診療を「利⽤している」は要介護３以上で 38.1%と多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

【訪問診療の利用状況 要介護度別】 
 

 

 

 

 

 

 

 

◆施設等への入所・入居の検討状況 
【A 票 問 5：施設等への入所・入居の検討状況】 
施設等への「入所・入居を検討している」は 15.3%、「すでに入所・入居申し込みをしている」は 5.3%で、入所・

入居の意向がある人は合計 20.6%で、前回調査に比べて 4.7 ポイント減少しています。 
要介護度別にみると、入所・入居の意向がある人は要支援１、２、要介護１、２で２割弱、要介護３以上では

3 割強となっています。 
 

 

 

 

 

 

 

【施設等への入所・入居の検討状況 要介護度別】 
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58.7

67.6

36.2

27.1

5.1

5.3

利用した 利用していない 無回答

今回調査（令和5年）

(n=1,176)

前回調査（令和2年）

(n=1,179)

(%)

0 20 40 60 80 100

46.7

71.5

72.0

46.8

25.4

23.2

6.5

3.1

4.8

利用した 利用していない 無回答

要支援1、2

(N=615)

要介護1、2

(N=390)

要介護3以上

(N=168)

(%)

0 20 40 60 80 100

◆介護保険サービスの利⽤状況 
【A 票 問 6：介護保険サービスの利用状況】  ※住宅改修、福祉用具貸与・購入以外 

令和５年１月１か月間の、介護保険サービスの利⽤状況については、「利⽤した」が 58.7%、「利⽤していない」
が 36.2%で、前回調査に比べて「利⽤した」は 8.9 ポイント減少しています。 
要介護度別にみると、「利⽤した」は要支援１、２で５割弱、要介護認定者で７割強となっています。 

 

 

 

 

 

 

【介護保険サービスの利用状況 要介護度別】 
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20.6

29.0

25.1

21.2

20.6

24.8

33.2

15.7

3.3

11.7

14.6

11.2

11.7

0.4

7.0

4.2

3.5

9.3

13.5

8.6

0.1

3.3

0.6

1.0

2.8

5.8

1.2

0.0

2.0

0.3

0.9

1.2

3.3

2.0

0.0

3.8

0.3

0.4

0.4

1.7

0.9

0.4

47.7

62.3

57.4

50.6

43.9

50.9

65.8

利用していない 週１回程度

週２回程度

週３回程度

週４回程度

週５回以上

無回答

Ａ.訪問介護（ホームヘルプサービス）

Ｂ.訪問入浴介護

Ｃ.訪問看護

Ｄ.訪問リハビリテーション

Ｅ.通所介護（デイサービス）

Ｆ.通所リハビリテーション（デイケア）

Ｇ.夜間対応型訪問介護（訪問のあった回数を回答）

(%)

0 20 40 60 80 100

(n=690)

64.2

64.5

64.2

10.4

1.9

1.4

25.4

33.6

34.3

利用していない 利用した 無回答

Ｈ.定期巡回・随時対応型訪問介護看護

Ｉ.小規模多機能型居宅介護

Ｊ.看護小規模多機能型居宅介護

(%)

0 20 40 60 80 100

(n=690)

64.6 9.3

1.9

0.6

2.0

21.6

利用していない

月１回程度

月２回程度

月３回程度

月４回程度

無回答

Ｌ.居宅療養管理指導

(%)

0 20 40 60 80 100

(n=690)

53.0 22.3

3.2

1.3

0.6

19.6

利用していない 月１～７日程度

月８～14日程度

月15～21日程度

月22日以上

無回答

Ｋ.ショートステイ

(%)

0 20 40 60 80 100

(n=690)

 
【A 票 問 11：利用したサービスと利用回数】 

最も利⽤が多いのは「Ｅ.通所介護（デイサービス）」で、「週 1回程度」から「週 5 回以上」までを合わせた『利⽤
した』は 35.5％、「週２回程度」の利⽤が最も多くなっています。次いで、「Ａ.訪問介護（ホームヘルプサービス）」で
は、『利⽤した』は 31.8%、「週 1回程度」の利⽤が最も多くなっています。 
『利⽤した』は「Ｈ.定期巡回・随時対応型訪問介護看護」で 10.4％、「Ｋ.ショートステイ」で 27.4%、「Ｌ.

居宅療養管理指導」で 13.8%となっており、「Ｉ.⼩規模多機能型居宅介護」や「Ｊ.看護小規模多機能型居
宅介護」では少なくなっています。 
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12.1

12.1

24.2

24.2

18.2

33.3

48.5

21.2

15.2

18.2

9.1

6.1

16.7

10.5

24.3

15.6

15.9

23.2

25.5

16.7

7.2

5.8

26.3

12.5

18.5

11.6

24.9

18.3

18.5

26.7

30.8

17.0

10.3

5.4

24.7

10.0

0 20 40 60

要支援1、2

(n=33)

要介護1、2

(n=754)

要介護3以上

(n=389)

配食

調理

掃除・洗濯

買い物（宅配は含まない）

ゴミ出し

外出同行（通院、買い物など）

移送サービス（介護・福祉タクシー等）

見守り、声かけ

サロンなどの定期的な通いの場

その他

特になし

無回答

(MA%)

17.2

10.9

24.5

16.8

16.8

24.7

27.9

16.9

8.4

6.0

25.3

11.5

17.0

13.7

27.1

15.3

18.3

26.3

27.7

16.9

9.9

3.9

20.9

14.9

0 20 40 60

今回調査（令和5年）

(n=1,176)

前回調査（令和2年）

(n=1,179)

配食

調理

掃除・洗濯

買い物（宅配は含まない）

ゴミ出し

外出同行（通院、買い物など）

移送サービス（介護・福祉タクシー等）

見守り、声かけ

サロンなどの定期的な通いの場

その他

特になし

無回答

(MA%)

◆在宅⽣活の継続に必要な支援・サービス 
【A 票 問 8：在宅生活の継続に必要な支援・サービス】 
在宅⽣活の継続に必要と感じる支援・サービスは、「移送サービス（介護・福祉タクシー等）」が 27.9%と最も多

く、次いで、「外出同⾏（通院、買い物など）」が 24.7%、「掃除・洗濯」が 24.5%となっています。 
要介護度別にみると、要支援認定者で「移送サービス（介護・福祉タクシー等）」、「外出同⾏（通院、買い物な

ど）」がとくに多くなっています。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

【在宅生活の継続に必要な支援・サービス 要介護度別】 
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◆身の回りのことができなくなったときに必要なサービス 
【A 票 問 9：身の回りのことができなくなったときに必要なサービス】 

「訪問介護や訪問看護などの在宅サービス」が 59.7%と最も多く、次いで、「緊急時に利⽤できる在宅介護サービ
ス」が 57.1%、「状態が悪化したときなどに緊急で入れる施設」が 52.1%、「在宅で受けられる医療サービス」が
51.4%となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

59.7

57.1

15.1

11.4

17.9

10.9

28.0

34.5

30.2

32.1

16.4

52.1

10.1

8.6

51.4

14.2

44.0

21.9

32.6

30.0

25.7

12.8

2.0

1.3

5.4

59.6

57.0

17.5

14.2

21.5

11.7

29.1

32.8

34.5

37.9

15.0

51.1

11.5

9.0

53.2

12.3

43.4

28.1

37.8

31.4

30.3

14.1

2.0

1.4

5.9

0 20 40 60 80

今回調査（令和5年）

(n=1,176)

前回調査（令和2年）

(n=1,179)

訪問介護や訪問看護などの在宅サービス

緊急時に利用できる在宅介護サービス

夜間に定期的に巡回してくれるサービス

在宅介護に適した住宅の改修

介護する家族のための健康管理

介護する家族のための専門的な介護研修

介護する家族のための相談窓口の設置

在宅で介護するための補助用品の支給

ショートステイなどの宿泊サービス、

デイサービスなどの通所サービス

「通い（デイサービス）」「訪問（訪問介護）」「泊り（ショートステイ）が

一体的に提供されるサービス（小規模多機能型のサービス）

有料老人ホームなどの居住施設

状態が悪化したときなどに緊急で入れる施設

認知症専門の通所サービス

認知症専門の共同生活介護サービス（グループホーム）

在宅で受けられる医療サービス

認知症専門の診療

24時間対応できる病院、診療所

買い物を支援するサービス

通院を支援するサービス

食事を配達するサービス

介護保険外のサービス（家事援助、身の回りの世話など）

地域住民の助け合いや見守り

（認知症による行方不明の高齢者の発見、通報など）

その他

わからない

無回答

(MA%)

在
宅
�
受
�
�
�
�
	


�
�

⼊
所
�
通
所
�
	


�
�

医
療
	


�
�

�
�
他
�
	


�
�
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30.6

52.6

72.0

33.2

17.7

6.0

34.3

28.7

16.7

2.0

1.0

5.4

誰かの援助がないと、

避難できない

誰かの声かけがあれば、

自分で避難できる

自力、あるいは同居の家族の

援助で避難できる

無回答

要支援1、2

(N=615)

要介護1、2

(N=390)

要介護3以上

(N=168)

(%)

0 20 40 60 80 100

誰かの援助がないと、

避難できない

43.9%

誰かの声かけがあれば、

自分で避難できる

24.1%

自力、あるいは

同居の家族の援助で

避難できる

29.9%

無回答

2.1%

(n=1,176)

◆災害時の対応 
【A 票 問 10：災害などの緊急時の避難の可否】 

「誰かの援助がないと、避難できない」が 43.9%と最も多く、「自
⼒、あるいは同居の家族の援助で避難できる」が 29.9%、「誰かの
声かけがあれば、自分で避難できる」が 24.1%で、『避難できる』と
回答している人は合計 54.0%となっています。 
要介護度別にみると、要介護 3 以上では、「誰かの援助がない

と、避難できない」が 72.0%と、他の区分に比べて多くなっていま
す。 

 

 

 

 

【災害などの緊急時の避難の可否 要介護度別】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

【A 票 問 11：緊急時・災害時への備え】 
緊急時・災害時への備えについては、「飲料⽔や食品の備蓄」が 61.4%と最も多く、次いで、「生活用品や衛生用
品（カセットコンロ、オムツ）の準備」が 43.5%となっています。 

 

 

 

  

61.4

43.5

21.4

8.3

7.3

20.6

5.3

20.2

7.6

8.3

5.2

15.1

0 20 40 60 80

飲料水や食品の備蓄

生活用品や衛生用品（カセットコンロ、オムツ）の準備

防災ラジオの設置や防災アプリへの登録

緊急・災害時要援護者台帳への登録

救急医療キットの設置

避難経路や避難所の確認

防災訓練への参加

家族との話し合いをしている

近隣の人と話し合いをしている

担当のケアマネジャーと話し合いをしている

その他

無回答

(MA%)

今回調査（令和5年）

(n=1,176)
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29.9

23.8

49.2

15.2

14.8

24.8

24.4

60.3

5.0

4.8

8.8

27.0

22.1

56.5

18.0

15.7

32.0

27.6

65.8

2.8

4.2

7.0

0 20 40 60 80

今回調査（令和5年）

(n=1,176)

前回調査（令和2年）

(n=1,179)

災害に関する情報が入手できるかわからない

どこ（だれ）に助けをもとめてよいかわからない

（身近に頼れる人がいない）

安全な場所まで自力で避難できるかわからない

地域の避難場所がどこなのか知らない

地域の危険な箇所がわからない

防災グッズや非常食を常備していない

災害時用伝言ダイヤル（171）や

伝言板の利用方法がわからない

健康面・身体面に不安がある

（治療の必要な持病がある、歩きづらいなど）

その他

不安は特にない

無回答

(MA%)

【A 票 問 12：災害時に不安に思うこと】 
「健康面・身体面に不安がある（治療の必要な持病がある、歩きづらいなど）」が 60.3%と最も多く、次いで、「安
全な場所まで⾃⼒で避難できるかわからない」が 49.2%となっています。前回調査に比べて、「安全な場所まで⾃⼒
で避難できるかわからない」が 7.3 ポイント、「防災グッズや非常食を常備していない」が 7.2 ポイント減少しています。 
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70.6

59.0

56.5

22.4

33.8

36.9

7.0

7.2

6.5

はい いいえ 無回答

要支援1、2

(N=615)

要介護1、2

(N=390)

要介護3以上

(N=168)

(%)

0 20 40 60 80 100

65.7

61.3

63.2

31.6

36.5

34.7

2.8

2.2

2.1

はい いいえ 無回答

要支援1、2

(N=434)

要介護1、2

(N=230)

要介護3以上

(N=95)

(%)

0 20 40 60 80 100

はい

64.6%

いいえ

28.4%

無回答

7.0%

(n=1,176)

はい

64.1%

いいえ

33.4%

無回答

2.5%

(n=760)

◆⾼齢者⽣活⽀援センターの認知と利⽤ 
【A 票 問 13：高齢者生活支援センターの認知】 

高齢者生活支援センターを「知っている」（「はい」）は 64.6%、
「知らない」（「いいえ」）は 28.4%となっています。 
要介護度別にみると、「はい」（知っている）は要支援１、２で

70.6％と多く、要介護１、２、要介護３以上でも６割弱となってい
ます。 

 

 

 

 

 

【高齢者生活支援センターの認知 要介護度別】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【A 票 問 13-1：高齢者生活支援センターの利用】  ※問 13 で「はい（知っている）」と回答した人のみ 

高齢者生活支援センターを「知っている」人のうち、「利⽤したこと
がある」（「はい」）は 64.1%となっています。 
要介護度別にみると、「はい」（利⽤したことがある）はすべての
区分で 6 割台となっています。 

 

 

 

 

 

 

【高齢者生活支援センターの利用 要介護度別】 
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24.1

27.2

67.8

66.7

8.2

6.1

はい いいえ 無回答

今回調査（令和5年）

(n=1,176)

前回調査（令和2年）

(n=1,179)

(%)

0 20 40 60 80 100

17.2

18.7

73.2

74.0

9.6

7.2

はい いいえ 無回答

今回調査（令和5年）

(n=1,176)

前回調査（令和2年）

(n=1,179)

(%)

0 20 40 60 80 100

40.7

35.3

45.3

49.4

13.9

15.3

はい いいえ 無回答

今回調査（令和5年）

(n=1,176)

前回調査（令和2年）

(n=1,179)

(%)

0 20 40 60 80 100

33.8

45.9

53.0

51.2

43.3

29.2

15.0

10.8

17.9

はい いいえ 無回答

要支援1、2

(N=615)

要介護1、2

(N=390)

要介護3以上

(N=168)

(%)

0 20 40 60 80 100

◆認知症について 
【A 票 問 15：認知症の有無】 

自身や家族に認知症の症状がある（「はい」）は 24.1%で、前回調査に比べて 3.1 ポイント減少しています。 
 

 

 

 

 

 

 

 

【A 票 問 16：認知症に関する相談窓口の認知度】 
認知症に関する相談窓口を知っている（「はい」）は 17.2%で、前回調査に比べて 1.5 ポイント減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【A 票 問 17：将来、認知症になる（患う）可能性の認識の有無】 
自身が認知症を患うと思う（「はい」）は 40.7%で、前回調査に比べて 5.4 ポイント増加しています。 
要介護度別にみると、「はい」（認知症になると思う）は要介護 3 以上で 53.0％と約半数を占めています。 

 

 

 

 

 

 

【将来、認知症になる（患う）可能性の認識の有無 要介護度別】 
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77.4

42.3

37.2

40.2

23.6

6.3

4.6

6.5

72.4

38.6

40.0

43.4

26.9

8.2

7.3

7.3

0 20 40 60 80

今回調査（令和5年）

(n=1,176)

前回調査（令和2年）

(n=1,179)

家族や隣人等との会話

運動やスポーツ

早期発見のための受診

単調な生活を送らないようにする

生活習慣病にかからないようにする

仕事をする

その他

無回答

(3LA%)

56.9

8.0

10.4

17.4

17.9

12.9

28.2

3.3

2.6

6.5

7.9

44.1

2.6

10.5

47.7

7.6

10.7

15.4

14.5

13.7

31.6

5.3

6.4

7.9

9.7

41.9

2.0

15.2

0 20 40 60

今回調査（令和5年）

(n=1,176)

前回調査（令和2年）

(n=1,179)

医療・介護・地域が連携した

早期発見・早期診断のしくみづくり

予防教室や講演会など市民に対する啓発

家族の交流会や相談会などの支援

認知症の介護・コミュニケーション方法等、

家族向け研修会の開催

認知症を見守るボランティアなどのしくみづくり

認知症による行方不明の高齢者などに対する

福祉サービス制度の充実

認知症グループホームや特別養護老人ホームなどの

施設整備

成年後見制度や虐待防止などの制度の充実

若年性認知症（64歳以下の発症）に対する支援

認知症の当事者や家族が集まれる場所

（認知症カフェなど）

関係機関のネットワークづくり

困ったときに訪問し、関係機関につないでくれる

相談窓口の周知・啓発

その他

無回答

(3LA%)

【A 票 問 18：認知症予防の方法として重要だと思うこと】 
「家族や隣⼈等との会話」が 77.4%と最も多く、次いで、「運動やスポーツ」が 42.3%となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【A 票 問 19：認知症の人への支援で必要と思うこと】 
「医療・介護・地域が連携した早期発⾒・早期診断のしくみづくり」が 56.9%と最も多く、次いで、「困ったときに訪問

し、関係機関につないでくれる相談窓口の周知・啓発」が 44.1%、「認知症グループホーム・特別養護⽼⼈ホームなど
の施設整備」が 28.2%となっています。前回調査に比べて、「医療・介護・地域が連携した早期発⾒・早期診断のし
くみづくり」が 9.2 ポイント増加しています。 
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31.7

37.2

14.2

11.1

12.7

18.3

32.8

7.6

13.4

0 10 20 30 40

体力が低下した

足腰などの筋力が低下した

気分が落ち込むことが多くなった

イライラするなど、ストレスを感じることが多くなった

身だしなみなどに気をつかわなくなった

物忘れをすることが多くなった

特に変化はない

その他

無回答

(MA%)

(n=1,176)

47.9

61.6

58.1

16.0

11.3

31.3

33.3

31.0

16.3

8.4

23.0

26.5

37.1

15.5

20.0

1.8

37.4

24.0

25.5

62.8

55.1

42.2

33.9

33.2

35.9

45.3

47.1

44.1

41.5

37.4

42.9

8.7

1.1

1.0

0.4

7.0

8.1

2.2

0.9

0.3

0.7

32.1

7.9

5.2

3.7

8.9

12.4

0.7

13.6

13.4

16.0

14.3

25.5

24.3

31.9

35.5

47.1

14.2

22.0

24.1

17.7

38.2

24.7

88.9

減少した 変わらない

増加した

無回答

①買物の頻度、回数

②外出機会の頻度、外食の頻度、回数

③友人等への訪問や来訪

④通院の頻度、回数

⑤介護サービスの利用頻度、回数

⑥体操等の運動習慣

⑦趣味のサークル、老人クラブ等の

活動への参加頻度、回数

⑧地域での活動への参加頻度、回数

⑨収入のある仕事の頻度、回数

⑩テレビの視聴時間

⑪読書の頻度、回数

⑫料理の頻度、回数

⑬家族や友人と過ごす時間

⑭SNS、インターネットを利用・閲覧する

頻度、回数

⑮非対面でのコミュニケーション

（電話、ビデオ通話、メール等）

⑯その他

(%)

0 20 40 60 80 100

(n=1,176)

◆新型コロナウイルス感染症が与えた影響 
【A 票 問 21、22：新型コロナウイルス感染症が心身や日常生活に与えた影響】 

心身に与えた影響では、「足腰などの筋⼒が低下した」が 37.2%と最も多く、次いで、「体⼒が低下した」が
31.7%となっています。一方、「特に変化はない」も 32.8%みられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日常生活に与えた影響では、「外出機会の頻度、外⾷の頻度、回数」、「友⼈等への訪問や来訪」で「減少した」が
６割前後と多くなっています。 
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7.3

9.9

20.6

4.4

16.1

10.9

12.8

24.5

29.7

16.1

32.2

7.3

14.7

9.3

7.1

12.7

1.6

2.0

7.5

5.3

5.3

12.3

4.0

16.6

12.8

29.8

36.7

21.2

39.6

13.0

13.3

15.4

11.3

20.3

1.4

3.7

8.7

0 10 20 30 40 50

今回調査（令和5年）

(n=1,176)

前回調査（令和2年）

(n=1,179)

高齢者の働く場の確保（就労機会の拡大）

世代間交流の場づくり

生きがいをもてるような活動機会の拡大

ボランティア活動の育成や充実

隣近所や地域の助け合いや支え合い活動の推進

地域での定期的なリハビリテーション事業の推進

退院後等に行う短期集中型のリハビリテーション

事業の推進※

介護している家族への支援

介護保険施設（特養などの入所施設）や

有料老人ホームやサービス付き高齢者向け住宅の充実

介護保険以外の在宅生活を支援する福祉サービスの充実

往診や緊急時の対応など医療体制の充実

認知症施策の充実

建物や道路等のバリアフリー化など高齢者に配慮した

まちづくり

災害時の避難誘導体制の充実

健康づくりや介護予防の充実

移動手段の充実

その他

特にない

無回答

(3LA%)

◆高齢者への支援として必要と思うこと 
【A 票 問 24：高齢者への支援として必要と思うこと】 

「往診や緊急時の対応など医療体制の充実」が 32.2%と最も多く、次いで、「介護保険施設（特養などの入所施
設）、有料⽼⼈ホームやサービス付き高齢者向け住宅の充実」が 29.7%、「介護している家族への支援」が 24.5%
となっています。前回調査に比べて、「生きがいをもてるような活動機会の拡大」が 8.3 ポイント増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※前回調査では、選択肢なし 
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33.0

33.0

52.0

49.0

3.8

7.1

0.2

0.6

1.2

3.2

3.3

2.3

6.5

4.8

配偶者 子

子の配偶者

孫 兄弟・姉妹

その他

無回答

今回調査（令和5年）

(n=663)

前回調査（令和2年）

(n=690)

(%)

0 20 40 60 80 100

男性

31.2%

女性

62.1%

１、２に

あてはまらない

0.5%

答えたくない

0.2%

無回答

6.0%

(n=663)

男性

24.9%

女性

70.6%

１、２に

あてはまらない

0.3%

答えたくない

0.3%

無回答

3.9%

(n=690)

30代

0.5% 40代

3.9%

50代

25.2%

60代

28.5%

70代

18.6%

80歳以上

18.1%

わからない

0.5%

無回答

4.8%

(n=663)

20代

0.1%

30代

1.3%
40代

5.9%

50代

23.8%

60代

27.2%

70代

21.2%

80歳以上

16.2%

わからない

0.6%

無回答

3.6%

(n=663)

◆主な介護者の状況 
【B 票 問 1：介護者と本人の関係】 
 

 

 

 

 

 

 

 

【B 票 問 2:性別】 
主な介護者の性別は、「⼥性」が 62.1%と多くなっていますが、前回調査に比べて「男性」が 6.3 ポイント増加して

います。 
今回調査  前回調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【B 票 問 3：年齢】 
「60代」が 28.5%と最も多く、60代以上による介護が合計 65.2%と半数以上を占め、80 歳以上も 18.1%み

られます。 
今回調査  前回調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
※「20 歳未満」「20 代」は 0件のためグラフから割愛した。 ※「20 歳未満」は0件のためグラフから割愛した。 
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14.6

11.8

17.9

19.9

17.8

25.9

17.6

71.6

39.7

20.7

8.9

63.8

73.3

59.9

8.7

0.5

6.5

17.0

13.8

23.3

22.9

24.9

32.3

19.0

69.4

43.8

23.5

13.2

64.8

74.1

65.5

4.8

0.1

4.6

0 20 40 60 80

今回調査（令和5年）

(n=663)

前回調査（令和2年）

(n=690)

日中の排泄

夜間の排泄

食事の介助（食べる時）

入浴・洗身

身だしなみ

（洗顔・歯磨き等）

衣服の着脱

屋内の移乗・移動

外出の付き添い、送迎等

服薬

認知症状への対応

医療面での対応

（経管栄養、ストーマ等）

食事の準備（調理等）

その他の家事

（掃除、洗濯、買い物等）

金銭管理や生活面に必要な

諸手続き

その他

わからない

無回答

(MA%)

16.9

21.4

7.4

20.8

3.2

4.5

11.5

30.3

6.9

19.6

4.7

13.9

11.6

9.8

6.2

8.9

1.8

10.1

16.7

21.4

7.8

21.6

5.4

8.0

13.6

33.3

12.0

23.2

8.1

21.4

23.9

18.6

9.1

6.4

3.2

11.4

0 20 40 60 80

今回調査（令和5年）

(n=663)

前回調査（令和2年）

(n=690)

日中の排泄

夜間の排泄

食事の介助（食べる時）

入浴・洗身

身だしなみ

（洗顔・歯磨き等）

衣服の着脱

屋内の移乗・移動

外出の付き添い、送迎等

服薬

認知症状への対応

医療面での対応

（経管栄養、ストーマ等）

食事の準備（調理等）

その他の家事

（掃除、洗濯、買い物等）

金銭管理や生活面に必要な

諸手続き

その他

不安に感じていることは、

特にない

主な介護者に確認しないと、

わからない

無回答

(3LA%)

◆主な介護者が⾏っている介護・不安に感じる介護 
【B 票 問 4：主な介護者が行っている介護】 【B 票 問 6：介護者が不安に感じる介護】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主な介護者が⾏っている介護は、「その他の家事（掃除、洗濯、買い物等）」が 73.3%と最も多く、次いで、「外
出の付き添い、送迎等」が 71.6%、「食事の準備（調理等）」が 63.8%となっています。 
在宅⽣活の継続に向けて、主な介護者が不安に感じる介護は、「外出の付き添い、送迎等」が 30.3%と最も多

く、次いで、「夜間の排泄」が 21.4%、「入浴・洗身」が 20.8%となっています。前回調査に比べて、「食事の準備
（調理等）」が 7.5 ポイント、「その他の家事（掃除、洗濯、買い物等）」が 12.3 ポイント、「⾦銭管理や生活面に
必要な諸手続き」が 8.8 ポイント減少しています。 
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21.0

3.3

59.4

9.8

9.8

43.4

14.6

1.4

7.4

2.7

10.9

21.7

4.9

61.4

7.5

13.0

45.4

18.4

2.8

4.8

4.6

11.4

0 20 40 60 80

今回調査（令和5年）

(n=663)

前回調査（令和2年）

(n=690)

24時間対応の相談体制

介護者同士の家族の会

緊急時の支援体制

いつでも誰かと話ができる場所

気軽に声をかけてくれる人

少し困った時に手伝ってくれる人

有償でサービスを提供してくれる団体

その他

特にない

主な介護者に確認しないとわからない

無回答

(MA%)

◆在宅⽣活の継続のために必要と感じる地域での⽀援 
【B 票 問 7：在宅生活の継続のために必要と感じる地域での支援】 

「緊急時の支援体制」が 59.4%と最も多く、「少し困った時に手伝ってくれる人」が 43.4%となっています。 
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6.0

7.4

0.5

0.4

2.0

1.4

0.3

0.6

57.0

59.7

3.5

3.0

30.8

27.8

主な介護者が仕事を辞めた

（転職除く）

主な介護者以外の家族・親族が

仕事を辞めた（転職除く）

主な介護者が転職した

主な介護者以外の家族・親族が転職した

介護のために仕事を辞めた

家族・親族はいない わからない 無回答

今回調査（令和5年）

(n=663)

前回調査（令和2年）

(n=690)

(%)

0 20 40 60 80 100

16.7

19.1

16.4

14.9

49.3

49.1

1.8

2.3

15.7

14.5

フルタイムで働いている パートタイムで働いている

働いていない

主な介護者に確認しないと、わからない

無回答

今回調査（令和5年）

(n=663)

前回調査（令和2年）

(n=690)

(%)

0 20 40 60 80 100

20.5

12.3

54.1

65.5

10.5

9.8

6.8

5.1

6.8

4.3

1.4

3.0

問題なく、続けていける

問題はあるが、何とか続けていける

続けていくのは、やや難しい

続けていくのは、かなり難しい

主な介護者に確認しないと、

わからない

無回答

今回調査（令和5年）

(n=220)

前回調査（令和2年）

(n=235)

(%)

0 20 40 60 80 100

◆主な介護者の就労について 
【B 票 問 5：介護離職の状況】 

介護のために仕事を辞めた（または転職した）という介護者は合計 8.8%で、前回調査の 9.8%とほぼ同程度に
なっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
【B 票 問 8：就業状況】 

介護者の勤務形態は、「働いていない」が 49.3%と多く、「フルタイムで働いている」は 16.7%、「パートタイムで働
いている」は 16.4%で、就業している介護者は合計 33.1%となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
【B 票 問 8-3：主な介護者の就労継続の可否】 
主な介護者の就労継続の可否について、就労を『続けていける』は合計 74.6%となっていますが、54.1%の人が

「問題はある」と回答しています。前回調査に比べて、「問題なく、続けていける」が 8.2 ポイント増加しています。 
 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 


